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１）ツツジ＝躑躅 
ツツジはツツジ科ツツジ属の低木である。しかし中には高木となるものもあり、

春から夏にかけて、ロート型もしくは筒形の花を枝先に数個ずつかためて付ける。世界

には 850 種ほどが知られ、特に北半球に多い。日本では北海道から九州まで約 50 種

が分布し常緑性のものが多く、ヨーロッパなどの寒令地では落葉性のものが多い。花は

鮮やかで美しいために品種改良が進み、園芸種は2,000種類にも及ぶ。日本名の由来は

定かではないが、朝鮮語の『チョクチョク』または『チョルチュク』が転訛したとか､

花が筒状になって咲くところから『筒咲き』が変化したとか諸説がある。漢名の『躑躅』

の『躑』(テキ)は立ち止まる、または佇む意で、躑躅は足踏みをするという意味である。

あまりの美しさに立ち止まって花に見とれたからとする説や、木の葉は有毒であるため

に、ヒツジがこの葉を食べて、足踏みをして苦しんだからという説などがある。

しかしネコはこの葉をしばしば食べる。このため本来の漢名は『羊躑躅』である

ともいわれ、学名は『Rhododendron』で､ 赤い花が咲く木という意味である｡ 

わが国で最初にツツジの花が文献に登場するのは『出雲国風土記』(733 年)で、

大原郡の山野に見られる植物として、『茵芋』(インウ＝ツツジのことともマツカゼソウ

科の常緑低木であるミヤマシキミともいわれ、葉は薬用になる)と記されている。

その後『万葉集』には 10 首の歌が記載されており、『茵花』『都追茲花』『白管仕』

『白管自』『丹管仕』『石管士』などの文字によって表記され、当時は『筒』も『管』

も同じ音だったらしい。『茵芋』と『茵花』だけが、ツツジとの音の共通性がなく、

また茵という字は｢褥｣(シトネ)もしくは｢敷き物｣を意味しており、花がびっしりと咲く

様を敷物に例えたのか、あるいは違う植物だったのかもしれない。『万葉集』の中には 

   水伝(ﾐｽﾞﾂﾀ)ふ磯の浦廻(ｳﾗﾐ)の石管士(ｲﾜﾂﾂｼ )゙ 茂(ﾓ)く咲く道をまた見なむかも 

という1首があり、この『磯の浦廻』は天武天皇の子『草壁皇子』(クサカベノオウジ)

の宮殿の庭である。当時すでにツツジは園芸品化されていたと見ることもできるが、

これは山野に自生していたものを庭に植えたものであろう。またイワツツジは品種

名ではなく、石のあたりに植えられているツツジを指したもので、5 音とするための

手段と考えたほうが自然である。『枕草子』の中にも躑躅はたびたび顔を覗かせる

ものの、ほとんどの場合は色目としての躑躅で、この色目に関する詳細は次章の

『群れて咲く蝶の花』の｢蘇芳｣の項を参照されたい。しかしその後の勅撰集には

ほとんどツツジは見ることができず、花の華麗さとはうらはらに鎌倉、室町を通じて

話題に上ることはなかった。ところが江戸時代になると、おりからの園芸ブームの

中で急速に脚光を浴びるようになり、『花壇綱目』(1681 年)には 147 種のツツジの

名前が見える。また代々の伊藤伊兵衛のうちの三之丞によって記されたツツジの

図解書である『錦繍枕』(キンシュウマクラ)の中には 173 種が記されている。 

この花は毎年決まって 5 月の連休の頃に咲くために、農時暦としての信頼は篤く、
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農民にとってはなくてはならない花でもあった。釈迦の誕生日にあたる卯月八日には、

各寺院とも灌仏会(カンブツヱ)といって、釈迦の像に甘茶(02-05-04-27)を注ぐ儀式を

行なうのだが、この儀式は屋根を花で美しく飾った花御堂(ハナミドウ)で行なうために、

『花祭』ともいわれていた。こうした寺での儀式は形を変えながら、一般にも行な

われるようになり、ウツギ、フジとともにツツジやシャクナゲの花を山からとって

きて花束にし、これを竿の先に取り付けて庭に立てる風習があちこちで生まれた。

この風習を中国、四国地方では『天道花』(テンドウバナ)と呼んでいる。『八日花』

(ヨウカバナ)、『夏花』(ゲバナ)とか『立て花』などという地方もある。天道花の風習

は山から農業神を招くための憑代(ヨリシロ＝神様が乗り移るもの)であるとされて

おり、竿の高低で新生児の性別を占う地方もあった。鹿児島県や徳島県の一部ではこ

の日に山に登り、ただ花見をして楽しく一時を過ごす。これは『山遊び』といわれて

おり、こうした習慣は間もなく始まる田仕事を、協力しあいながら行なってゆく

ための、ある種の懇親会であったと見ることもできよう。 

関東地方でも 4 月 8 日は筑波山、赤城山、三峰山などの各神社は例祭日にあたり、

八日を境にして山の神は山に、田の神は里に下りて来ると考えられており、この日に

墓参りをしたり、死者を弔うところもある。しかしこの時季は農閑期の終わりを意味

しており、農作業にとっては一年の始まりで極めて重要な時季でもあった。こう

した行事と躑躅の花の季節が重なった結果、農事暦としての躑躅が認識され、信仰

に結びついたのだろう。このことはすでに見てきたコブシやサクラ、ツバキなどにも

共通するもので、全ての基盤を農業生産、言い換えるなら、自然の恵みに頼らざる

を得なかった古代日本人の、原始信仰の一つと見ることもできよう。 

また奈良県の明日香村では八十八夜前後の吉日に苗代に播種してから『牛王宝印』

(ゴオウホウイン＝熊野神社、高野山、八坂神社を初め、山王、白山、熱田などの

神社が出す厄除けのお札のことで、牛王宝印と書かれているために牛王札ともいう)

の札と松の枝に躑躅の花を添えて、田の水口(ミナクチ=田に水を引き入れるところ)

に挿してから田植えに入る風習もあり、この点は椿にも似ている(01-07-01-3 椿の項

参照)。またこの牛王宝印は熊野のものが特に有名で、半紙大の紙に熊野の神のお

使いといわれている 75 羽の『八咫烏』(ヤタガラス)が書かれており、熊野の神は

虚言をただすという信仰から、特に武士の間では、『起請文』(キショウモン=嘘、偽り

のないことを神仏に誓う証書)を書くときには、この牛王宝印の裏に記した。1180～

1266年の歴史を綴った歴史書で、幕府が作ったものとされる『吾妻鏡』(アズマカガミ

＝東鑑ともいう)には、源義経が兄の頼朝に忠誠を誓うことを、この熊野の牛王宝印

の裏に記し、大江広元を通じて差し出したことを伝えている。 

話はまた横道にそれるが、この八咫烏は『記・紀』にも登場する伝説の鳥である。

その昔、神武天皇の軍が熊野、吉野を超えて大和に入ろうとすると、天照大御神 
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(アマテラスオオミカミ)のはからいでこの鳥が遣わされ、一行の先導を務めたとされ

ている。この鳥の正体は定かではない。『八咫』というのは昔の尺度で約 144cm に

なる。八咫の鏡といわれる銅鏡もこれと同じ意味で、鏡の周囲が八咫、直径に換算す

ると約 46cm である。この『咫』という意味は親指の先から人差指の先までの長さの

ことで｢シ｣と発音し、尺と同じ意味である。尺が男性の手を基準にして約 22.5cm

であるのに対し、咫は女性の手を基準にしており約 18cm とされている。それは

さておき、これは八咫烏の絵柄を部族のシンボルにしていた地元の豪族か、周辺の

漁師などの一団で、これが案内役を務めたのだろう。その後も伊波礼毘古(イワレヒコ＝

後の神武天皇)が、大和の国の豪族であった兄宇迦斯(エウカシ)、弟宇迦斯(オトウカシ)

を平定したときも､この鳥が使者になったと伝えられている。 

さて『記･紀』によれば伊波礼毘古命がここに至るまでに、多くの戦や困難を乗り

越えてきた。これがいわゆる神武東征の神話である。ではなぜ東征する必要性があった

のか？これは必ずしも明確ではない。しかし日本は耕地面積が少なく、人口の増加

とともに耕地の開墾が必要となり、より良い耕作地を求めたのかも知れない。現に

『日本書紀』においても『塩土老翁』(シオツチノヲジ)が現れて、東方には青山に囲

まれたよい国があることを教えている。そして熊野を経由して大和に入った一行は、

河内から大和方面に攻め上ったものの、生駒山の西にある草香(クサカ＝03-02-09-3

参照)の地で、長髄彦(ナガスネヒコ＝『古事記』では那賀須泥毘古)の軍勢に大敗を喫

して、兄の五瀬命(イツセノミコト)は深手を負ってしまう。伊波礼毘古はこの戦は太陽

に向かって布陣したために、神の子である自分たちの力が存分に発揮できなかった

からだと結論し、大阪湾を南に下って熊野へと向い、そこから大和へ攻め込もうと

いう作戦に変更する。草香の地は生駒山の麓で、太陽は生駒山の頂から草香の地を

照らし、東から攻めれば太陽の子として背中から光を浴びながら、戦にのぞむことが

できると考えたわけである。ところが五瀬は途中、紀淡海峡のあたりで不幸にして

命を落とす。『古事記』によれば五瀬の亡骸は紀の国の竈山(カマヤマ)に葬ったと

されており、これは現在の和歌山市付近と思われる。そして伊波礼毘古の一行は、

さまざまな困難と戦いながら熊野に至り、八咫烏に出会うことになるのである。 

さて伊波礼毘古の一行は、紀ノ川を遡って、現在の五条市のあたりへたどりつき、

ここから山を越えて宇陀(ウダ)の地に入る。現在もこのあたりは大宇陀町や莵田野

(ウダノ)町がある。ここで戦ったのが前述の兄宇迦斯(『日本書紀』では兄猾)と、

弟宇迦斯(同弟猾)なのである。弟宇迦斯は伊波礼毘古の軍勢とすぐに結託するが、

兄宇迦斯は最後まで抵抗を示す。『日本書紀』によれば戦の後、弟猾は牛酒を用意

して伊波礼毘古の一行をねぎらったという。牛酒とはいかなるものか定かではないが

ヨーグルトのようなものだったらしく、いわゆる『醍醐味』の語源である。歴史年表

を紐解くと和銅年間の 713 年に、乳牛を飼育していたという記録があるので、当時、
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牛や山羊の乳で作った乳製品があったとしても不思議ではない。しかしこの食習慣

は騎馬民族が持ち込んだものと思われ、弟宇迦斯はこの系統の出自であったことが窺

える。ところで最後に再び合戦になると思いきや、このとき、金色の鳶が飛んできて、

神武天皇の弓弭(ユハズ)に止まり、長髄彦の軍は眼が眩んで、戦うことができなくなっ

てしまう。そこで長髄彦は神武天皇に次のように弁明する。「昔、天つ神の子が天の

磐船に乗って降臨した。その名を『饒速日命』(ニギハヤヒノミコト)という。私

の妹の三炊屋媛(ミカシヤヒメ)を娶わせて、可美真手(ウマシマデ)という子も生ま

れた。それゆえに私は饒速日命に仕えている身だ。私こそが天つ神の子である。天

つ神の子がどうして二人いようか。どうして天つ神の子であると称してこの土地を奪

おうとするのか？」とその疑念を陳述したのである。すると伊波礼毘古は長髄彦に対

して､｢本当に天つ神の子であるなら、それを証明するものがあるだろうからそれを見

せろ」と迫る。これに対して長髄彦は天羽羽矢一隻(アマハハヤヒトハ)と徒靫(カチ

ユキ)を伊波礼毘古に見せると、なんと伊波礼毘古も同じものを見せて、同族の出身

であることを確認しあうという、あっけない幕切れになるのである。靫(ユキ)は羽矢

を入れるためのケースで、当時は武器としての威嚇的な要素も備えていた。そし

てこの続きは『紀』によれば『天磐船』(アマノイワフネ)に乗って、その昔降臨され

たという『饒速日命』(ニギハヤヒノミコト)が現れ、伊波礼毘古と長髄彦とどちらが人

間として優れているかを天秤にかけた結果、長髄彦を殺害してしまいこの戦は終わ

る。しかしこの結末はいかにも日本的というべきで、最後になって長老が登場し｢マ

ア！マア！｣と言って間に割って入り、後はシャンシャンシャンなのである。 

ところでこの神武東征の物語を、騎馬民族集団の大和制服だと主張する人がいる。

椿の所でも紹介した大羽弘道先生である。先生は奈良県の古墳から戦後間もない頃

に発掘された『家屋文鏡』(カオクモンキョウ)と呼ばれている銅鏡の絵文字を解読

した上で、『神武』と『崇神』の神話が同一ではないかと推測されている。その著 

『銅鐸の謎』に記された概略をここに説明すると、以下のとおりである。 

『家屋文鏡』の絵文字には『任那(ﾆﾏﾅ)の入彦(ｲﾘﾋｺ)、師木(ｼｷ)の水垣宮(ﾐﾂﾞｶｷﾐﾔ)

に高御座(ﾀｶﾐｸﾗ)し、大伊之枝烏(ｵｵｲﾉｴｶﾗｽ)、倉垣根猪(ｸﾗｶｷﾈｲ)仕(ﾂｶ)う。』と記され

ているとした上で、ニマナイリヒコはミマキイリヒコイニエ(御間城入彦五十瓊殖)

のことで、これは第 10 代崇神天皇の諡(オクリナ)である(03-05-18-7菱の項参照)と

している。そしてイニエとは鋳鉄技術を持つものという意味で、彼はもともと朝鮮半島

は任那の王であったというのである。一方、倭国の邪馬台国では卑弥呼(ヒミコ)の

死後、反乱が起こって卑弥呼の孫娘台与(トヨ)が女王になって反乱は収まったが、

今度は南方の狗奴国(クナノクニ)が北上して、再び危機に直面する。この時台与は

やむなく当時朝貢していた中国の『魏』に救援を求めると、魏は任那王を遣わした

というのである。こうして倭国に入った『任那入彦』は狗奴国の侵略を阻止すると、
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朝鮮半島には戻らずに畿内まで一気に侵攻したと先生は想定している。そしてこの

進撃の物語こそ『日本書紀』に描かれている、神武東征の物語であるというのである。

崇神は大和に入って即位するが、その場所が師木の水垣宮で、『日本書紀』では『磯城

瑞籬宮』(シキミズカキミヤ)と記されている。またここに至るまで、八咫烏が先導

して神武天皇を助けたとあるが、これこそが大伊之枝烏というわけで、『日本書紀』

では『大伊枝命』として登場している。一方倉垣根猪は崇神が取り立てた税を保管

する責任者、倉氏の祖先になるというのである。学校で教える日本史には、このよう

なことはいっさい記されていないが、これだと欠史 8 代の問題も解決でき、大変興味

深い見解である。一方崇神は、御肇國天皇(ハツクニシラススメラミコト)とも称えられ

ている。肇國(チョウコク)は国家を樹立する、国をはじめる意で、これはとりも

なおさず最初の天皇であることを意味しているわけで、神武天皇とも整合する。 

天皇の諡（オクリナ）については『ヒシ』(03-05-18-6～7)のところで詳しく説明する

として、崇神以前の第6代天皇である孝安の諡はヤマトタラシヒコクニオシヒト、次の

孝霊がオオヤマトネコヒコフトニ、次の孝元がオオヤマトネコヒコクニクル、9 代の

開化がワカヤマトネコヒコオオヒヒと、いずれもヤマトという語が含まれている

のに対して、崇神とその子の垂仁はイリヒコで、確かにこれは渡来人であることを

暗示している。また垂仁の次の景行(ケイコウ)天皇はオオタラシヒコオシロワケ

(大足彦忍代別)で、『別』は皇別(コウベツ)氏であることを意味しており、『別』のつく

天皇はこの他にも 15 代の応神(オウジン)や、17 代の履中(リチュウ)、18 代の反正

(ハンゼイ)などがある｡ しかし『入彦』とつくのはこの 2 天皇のみである。応神天皇

が騎馬民族の制服王朝であるという説(02-02-06 エンジュの項参照)は、度々主張されて

きたが、それより100年も前の崇神が制服王朝であって、なおかつ神武天皇と崇神天皇

が同一人物であろうとするこの説は、突飛ではあるものの、説得力があって面白い。 

さて話を元に戻すことにしよう。和歌山県の那賀郡でも牛王杖(ゴオウヅエ＝正月

に寺から受け取る径 2cm、長さが 60～90cm ぐらいの杖のようなもの)の先を割って、

牛王札をはさんでこれを苗代に立て、厄除けのまじないにしている。また福島県の

いわき市でも『水口祭』の時には『接骨木』(02-03-06 ニワトコの項参照)の木に午王札

を三角に折ったものをはさんで、水口に立てて厄除けにしており、これにも烏が図案

化されたものが記されている。カラスは雑食性の鳥であるから、田圃の周辺でよく

発生する小動物を捕えて食べる。この動物の中には稲や畔に損害を与えるものも多く、

この害を烏が食い止めてくれること、鳥の中では非常に賢く、不吉な鳴き声やまっ黒い

羽の色などが、信仰の対象になっていたのかも知れない。 

話は変わるが鹿児島県の隠れ念仏の一つとされている『萱壁講』(カヤカベコウ)

のしきたりでは、椿と躑躅は神聖な花として忌む風があった。『隠れ念仏』とは、 

地方によっては『蒲団かぶり』とか『土蔵秘事』などといわれるもので、親鸞像を 
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ツツジの花にやってきたオナガアゲハ、飛び方は優雅でゆっくりしている。北海道から九州

まで産するアゲハチョウは 3 種類だが、その中に含まれている(栃木県塩谷町)。

 

｢ヤマツツジ｣、丈夫で立性のツツジである。挿し木でもよく活着する(長野県軽井沢町）。 
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『クロボトケ』と称し、本尊として祀るものである。岩手県を中心に全国にひろがった

もので、特に北陸や関西地方で行なわれた。この一派である萱壁講は霧島本宮を

本居とし、その本尊をかやぶきの壁の中に隠すというもので、何もない壁に向かって

礼拝する変わった信仰である。隠れキリシタンもこの流れを汲むものであろう。

しかし人吉市ではかつて禁じられていた真宗のご本尊を壁の中に塗り込めて、そこを

礼拝の場所としていた時代もあり、九州を中心にしてかなりの長きにわたって、

こうした信仰が行なわれていた。 

このように躑躅を神聖なものとみる風習はあちこちに見られる。これは前述の

ように農業と深く結びついているためである。躑躅の花のよく咲いた年は、雷が多く

豊作になるとか、花の状況により作柄や天候を占う風もあった。特に赤い躑躅は

神聖なものとされ、特別の日でないときに、家に持ち帰ったり仏壇に供えたりすると

火事になると信じられ、嫌われる地方もあった。ヤマツツジの咲く頃は一年のうち

でも最も空気が乾燥しており、山火事などが起こりやすい。赤い花のツツジで火災

への注意を呼びかける一つの教えであったと考えることもできよう。 

ツツジの種類が極めて多いことは前述したが、まず野生のものを大別する前に、

分類に関する言葉の説明を加えておきたい。生物の分類はまず｢界｣という言葉で分

ける。｢植物界｣とか｢動物界｣というふうになる。次いで｢門｣という言葉を用いて、

種子植物門というような言い方をする。シダ類や、藻類は他の門ということになるが、

ここでは取り上げていない。次いで｢裸子植物｣と｢被子植物｣に分類するのだが、これ

は｢亜門｣という言葉を用いて被子植物亜門、裸子植物亜門という呼び方をする。被子

植物は｢双子葉植物｣と｢単子葉植物｣とに分けられる。これは｢綱｣という言葉によって

分ける。単子葉植物綱、双子葉植物綱というわけである。他方、裸子植物はソテツ

綱、マツ綱、イチイ綱に分けられる。一方、双子葉植物はさらに｢離弁花類｣と｢合弁

花類｣とに分けることができるが、離弁花類が大半である。これは離弁花亜綱という。

綱を更に分類するには｢目｣という言葉を用いる。しかし植物で用いられるケースは殆ど

なく、菌類などの命名に用いられ、昆虫などでも蝶は鱗翅目という仲間に入る。 

さて次が｢科｣という語を用いるのだが、ここから｢ツツジ科｣とか｢ツバキ科｣とか

いうように｢科｣の分類が行なわれる。英語ではこれを「Family」=(仲間)といい、ツツジ

科は ERICACEAE である。次は亜科である。ツツジの場合はツツジ亜科は

Rhododendroideae である。科の次は｢属｣である。『ツツジ科』の『ツツジ属』という

分類はここから来ており、ツツジの場合は前述のごとくRhododendronということに

なる。次に来るのは｢亜属｣である。『ヒカゲツツジ亜属』とか『ツツジ亜属』という

ものであるが、設定されないことも多い。亜属の下位に来るのが｢節｣である。これも

必ずしも設定されない。つまり｢亜属｣や｢節｣という考えはその都度、分類上、都合が

いい場合に設定されるのである。次が｢種｣である。これがつまり『ミツバツツジ』
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とか『ゲンカイツツジ』という言い方で、｢種名｣を指したものなので、英語では

｢Species｣という。そして最後が｢亜種｣である。「亜種が多い｣とか、｢亜種名は｣などと

書かれている書物を見かけることも多い。これも亜属や節と同様に時と場合によって

設定されるものとなっている。ところで一般に学名といわれているものは属名から

始まる。そのずっと上級になる○○亜門の、○○綱のとかいっていたら、ジュゲム

ジュゲムになってしまうからである。ツツジの場合、属名は『ロードデンドロン』で、

これはバラの意味を持つギリシャ語の『rhodon』と､樹木の意味を表す『dendron』

との造語になっている。学名では造語されていることが多くすべてラテン語である。

ラテン語が採用されたのは、現在どこの国でも国語として使われておらず、造語が

可能で、規則的に語尾変化させることができるからであろう。 

さて天城山などに自生するアマギツツジは 『Rhododendron amagianum Makino』

というように表わされる。属名には必ず名詞を用い、書き出しの文字は大文字で記す。

その後に属名を修飾する形容詞をつけ、これは小文字で記す。ただしラテン語の名詞

には｢性｣があるから、形容詞の形は属名の｢性｣に合わせなければならない。この

形容詞を『種小辞』とか『種小名』と呼び、この二つの単語により世界中の植物の

名前が確定されている。これは最初にこの方式で種名を表示した、博物学者のリンネ

(Carl von Linne1707～78)が考え出したものである。また属が亜属に分割されている

ときには、属名と種小辞との間に括弧でくくって『亜属名』をいれる。また地理

的な変異の亜種が認められる場合には、『亜種名』として種小辞の後に入れることに

なっている。一般的に学名はイタリックで表示し、最後の『命名者名』は正体で

表示する約束になっている。命名者名のあとには『命名年』が入るが、普通は命名者

までしか表示しない。属名よりも上のクラスでは分類群の名称は、属名を語幹にして

接尾語を付け加える。たとえばツツジ亜科は前述のように『Rhododendroideae』

となる。このほかにも細かい取り決めがあるが、もうひとつの原則は先に公表され

たものに先取権があるという点である。 

そこでこのツツジを分類してみると、まずツツジ属はヒカゲツツジ亜属とツツジ 

亜属に分けられる。両者の違いは芽の中で葉が外巻きに畳まれているか、内巻きに

畳まれているかの違いによるもので、このヒカゲツツジ亜属は、ゲンカイツツジ節、

ヒカゲツツジ節、チベットシャクナゲ節、マレーシアシャクナゲ節などに分けられる。

日本に産するヒカゲツツジ節は、九州に産するヒカゲツツジと北海道東部の湿地に

生えるサカイツツジがあり、朝鮮や中国のコゴメツツジもこの仲間に入る。 

一方ツツジ亜属は大別すると三種類になる。その第一は花芽と葉芽の区別がなく

一つの芽の中から花と葉の両方が出てくるもので、この仲間にはヤマツツジ節と、

ミツバツツジ節の2つがある。ヤマツツジ節のものは、春に伸びて冬に落ちる春葉と、

秋に伸びてそのまま越冬する秋葉があるところが他のものと異なっている。この中
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にはヤマツツジ類、サツキ類、モチツツジ類、コメツツジ類などがあり、一般にツツジ

と呼ばれているのはこの仲間のものである。このうちヤマツツジ類のものはヤマツツジ

の他にオオヤマツツジ、フジツツジ、ミヤマキリシマ、ウンゼンツツジなどがある。

サツキ類は雄蕊が 5 本のサツキと雄蕊が 10 本のマルバサツキがあって、交配が盛ん

に行なわれており、新品種も造り出されている。モチツツジ類は静岡県以西に

モチツツジ、九州にキシツツジ、沖縄諸島にケラマツツジなどが分布している。

ミツバツツジ節のものは、葉は枝先に集まり、落葉するものと常緑のものとがある。

この仲間には朝鮮半島に分布するクロフネツツジと、本州、四国の太平洋側の山地

に自生するシロヤシオ、紅紫色の花を輪状に付けるミツバツツジなど 3 種類である。

このミツバツツジはさらに二つに区分される。その一つは葉が十分に広がってから

花が後を追うように咲き出すもので、これはジングウツツジ、アマギツツジなどで

ある。もう一つは葉の広がる前に花が咲くもので、これはミツバツツジが代表である。

このミツバツツジの中には、東北地方南部から近畿地方東部に分布するトウゴク

ミツバツツジ、九州に分布するサイゴクミツバツツジがある。第二のものは花芽と

葉芽との別があり葉芽は枝先に付き、花芽はその下に付ける。この仲間はバイカツツジ

節とセイシカ節で、日本にはバイカツツジがあるだけで世界的に見ても珍しい種類に

あたる。第三は枝先に花芽を付けて葉芽はその下に着け、前者の第二群とはちょうど

逆の形をとるもので、この仲間はシャクナゲ節とレンゲツツジ節ということになる。

このうちレンゲツツジ節はムラサキヤシオ類、アケボノツツジ類、オオバツツジ類、

レンゲツツジ類の 4 種類に分けられる。ムラサキヤシオ類は中部地方の日本海側

から東北地方、北海道に分布する。アケボノツツジ類はアケボノツツジと、その変種

アカヤシオが、中部地方から東北地方の南部太平洋側に産する。オオバツツジ類は

今のところオオバツツジのみで、これは北陸地方から東北地方の日本海側の深山に

分布する。レンゲツツジ類は日本のレンゲツツジの他、北アメリカに 15 種、中国に

1 種、カフカスに 1 種が分布しているが、種間雑種の結果ナップヒル･アザレア、

エクスバリー･アザレアなど鮮やかな色彩の品種が生まれている。 

ところで園芸用のツツジだが、これは野生のものに比べると比較にならないほど

の数になる。ここで主な園芸用のツツジに関して触れておきたい。 

■ヒラドツツジは沖縄本島から奄美大島に分布するケラマツツジを中心に改良した

ものである。長崎県平戸市の旧武家屋敷に栽培されていた品種とその周辺の品種を

含み、花は大きめで径 10cm にも及ぶ。葉も大型で平戸市には高さ 4m に達するもの

もある。花色も豊富で紅、紅紫、薄紫、淡桃色、白色などさまざまである。 

■キリシマツツジは鹿児島県の霧島高原に自生するヤマツツジから江戸時代に改良

を加えて選別されてきた品種である。枝はよく伸びて大きくなるので庭に植える木

として栽培されている。花色は濃紅の小輪でよく映える。 
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■クルメツツジはキリシマと鹿児島県南部に自生するサタツツジを両親にして、江戸

時代から改良されたもので、その主な生産地が久留米であったためにこの名前が

ある。花は小さめで多花性、葉が見えなくなるほどにつける。枝葉はコンパクトで、

下草がわりの庭園樹にちょうど良い。花色は紅、紫、淡桃、赤、白、サーモンピンク

など多彩である。アメリカでもクルメアザレアとして、人気の高い品種である。 

■ミヤマキリシマは九州の 1,000m 以上の高原地帯に自生する極小輪の品種で、耐寒

性もあり枝も短めなので、盆栽としては願ってもない品種といえる。ヨーロッパでは

ダイヤモンドアザレアといわれて人気が高い。いま期待の品種といえる。 

■リュウキュウツツジはキシツツジとモチツツジの雑種と見られ、樹勢が強く耐湿性

も耐寒性もあることから、江戸時代から盛んに栽培されてきた。花色は基本的には白

である。近縁のものを含めると淡紫や絞りなど種類も多い。 

■サツキは西日本各地に自生するサツキとトカラ列島に自生するマルバサツキを掛合

わせて改良されたものである。性質的にはツツジと同じだが、花期がツツジよりも

3 週間ほど遅れるのと、ツツジよりも枝がわり品種が出やすいなどの特徴がある。

樹勢も旺盛で枝葉もよくつんでおり、盆栽としても庭木としても利用価値が高い。 

■ベルジアン･アザレアは中国産で暖地性のタイワンヤマツツジをもとにベルギー、

フランス、イギリスなどで改良されたものである。このため耐寒性に乏しく、温室

による促成栽培が普通である。いかにも熱帯的で華麗な品種も多いが、東京あたり

では路地栽培は不可能である。今後耐寒性の強い品種の誕生が待たれる。 

■エクスバリー･アザレアは日本産のレンゲツツジとアメリカ産のレンゲツツジ、

それに中国産のものなど落葉性のツツジ類を掛合わせ、さらにアメリカ産で芳香

のある麝香(ジャコウ)ツツジを取り入れて作出したものである。花色は赤、オレンジ、

黄、白などと極めて多彩で、原色に近い鮮やかなものが多い。耐寒性は十分である反面、

暑さには弱い欠点がある。黄色の花で匂いのする『シャネル』などという品種もある。 

ツツジもサツキも挿し木でよく着く。穂木さえ手に入れば、まず苗木を買う必要は

ないほどである。鹿沼土を 5mm の篩でよく振るってから、径 3～5mm の穂木を

挿しておけば半分ぐらいは発根する。時期は3月のお彼岸頃と新芽の固まった梅雨の頃

で、管理さえよければ真夏でも可能である。しかし落葉性の種類は挿し木が困難

なものも少なくない。これは播種により増やすもので、秋によく熟した種子を乾燥

させて貯え 3 月に蒔く。蒔き床も鹿沼土で、花が咲くまでには何年もかかるので、

必ずしも園芸愛好家向きではない。植え場所はツツジ、サツキ類は陽当たりの良い

ところに、ヒカゲツツジは半日影に植える。ともに弱酸性の土を好むので鹿沼土と腐葉

土をよく混ぜて用いる。化成肥料より油粕や堆肥など有機肥料を与えるようにする。

風通しが悪いとハダニが着くので、時々剪定を行ない通風に心がける。年に1度ぐらい

はマラソンやボルドーの混合水溶液を散布して病虫害の予防に努めるようにする。 
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矢祭山公園のツツジ。昔から有名なツツジの美しい公園である(福島県矢祭町）。 
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矢祭山公園のツツジ。ツツジは弱酸性土を好み、ここの土があっていたのだろう(福島県矢祭町）。 
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｢シロバナヤマツツジ｣。自然界では滅多にお目にかかれないが、時折見ることができる。

これは別荘地内に植えられていた栽培品である(長野県軽井沢町）。 

 

塩嶺高原で見かけた自生する｢シロバナヤマツツジ｣(長野県塩尻市)。 
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塩嶺高原の｢ヤマツツジ｣、日本海から塩を運んだ道がすぐ下を通る。ここは眺望が素晴らしく、

北方には北アルプスの山々が、また東南には諏訪湖を望むことができる(長野県塩尻市）。 

 

｢ヤマツツジ｣は挿し木でよく活着し、翌年には花を着けることも少なくない(長野県蓼科高原）。 
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｢ヒカゲツツジ｣、この花の色はレモンイエローだが、純白の種もある。ツツジが比較的

日向を好むのに対して、この種は半日陰ぐらいを好み、極寒冷地には弱い(長野県軽井沢町）。 

佐久穂高原のオートキャンプ場に咲いた｢ミツバツツジ｣(長野県佐久穂町）。 
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これは｢天の助け｣という園芸種のミツバツツジである。野生種よりも赤紫の色が濃く、遠く

からでもよく目立つ。寒冷地にやや弱い点が惜しまれる(さいたま市大宮区）。 



花の縁 02－01－01 

                             

17

17 

 

紫花の｢ミツバツツジ｣、紫の花を咲かせるものがほとんどだが、純白の花を咲かせるもの

もある。どちらも葉が出る前に花が咲くために、好んで植えられる(長野県軽井沢町)。 

 

｢ミツバツツジ｣はこんな岩肌に生えるため｢イワツツジ｣と呼ばれることも多い(群馬県倉渕町）。 



花の縁 02－01－01 

                             

18

18 

 

白花のミツバツツジ、ムラサキ花とのコントラストが美しく、2 株を 1 つにして植えておくと

ことのほか良く映える。花期は同じ時期である(長野県軽井沢町)。 

 

｢ムラサキヤシオツツジ｣は別名を｢ミヤマツツジ｣とも言い、本州中部以北から北海道の山地に

自生する。近縁種に｢ベニヤシオ｣、｢白ヤシオ｣などがあるが、本種が最も北に偏っている。 
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｢ムラサキヤシオ｣は成長が極めて遅く、また繁殖力も強くないようで、ツツジの中では最も

高額な部類になる。ただ那須方面では比較的産地が多く、園芸店では良く目にする。 



花の縁 02－01－01 

                             

20

20 

 

春先、真っ先に咲く｢サクラゲンカイツツジ｣。ゲンカイツツジより明るい洋紅色が、華やかで

ずっと目立つ。優しい春の光を存分に感じさせてくれる(長野県軽井沢町)。 

 

｢サクラゲンカイツツジ｣を近くで見るとこんな花(長野県軽井沢町)。 
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日光植物園の大きな樹々の木陰で、｢白ヤシオ｣の花が咲いていた。実際に花を見たのは

このときが初めてだったから感動的だった。またこの花は愛子様の『御印』である。 

｢ヨドガワツツジ｣はもともとは朝鮮半島の野生ツツジである(さいたま市大宮区）。 



花の縁 02－01－01 

                             

22

22 

 

｢赤ヤシオ｣はレンゲツツジ節アケボノツツジ類に属し、ムラサキヤシオよりもアケボノツツジ

に近い。この類は葉に先駆けて花が出るのが特徴で、木全体が花で覆われることも多い。 

 

｢ミヤマキリシマ｣は本来、九州の山地に自生するが園芸品も数多い。 
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｢クロフネツツジ｣は朝鮮半島に自生する野生ツツジで、その美しさからツツジの女王とも

呼ばれている。半日陰ぐらいでよく育ち、多肥は好まない(長野県軽井沢町）。 
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クロフネツツジは花つきはよくないが、ツツジの中でも花径は大きい(長野県軽井沢町）。 
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｢ヤマツツジ｣、ここは旧田母沢御用邸の一部で、半分は公園になり、半分は東京大学農学部

附属植物園日光分園となっている。庭内にはせせらぎが流れ、散歩にも良いコースである。 
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｢ヨシノツツジ｣はシャクナゲとツツジの交配種で、花付がよく色が美しいので、広く愛培されて

いる。このためシャクナゲツツジの名で売られていることも多い。葉は当然有毒と思われるが、

時々猫が食べているのを見かける。この仲間は強壮剤としてまた利尿効果が知られている。 

｢リュウキュウツツジ｣(文京区小石川植物園）。 
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沖縄のケラマ諸島に分布するケラマツツジ、花は大きくて、色彩も鮮やかである(小石川植物園)。 

 

ケラマツツジには、こんな采咲（サイザキ）のものもある(文京区小石川植物園)。 
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オンツツジを近くで見ると、中央上の花弁の色が変わっていることが分る(長野県軽井沢町)。 

 

｢オンツツジ｣のオンは雄と言う意味である。ツツジの中のツツジで、いわばクロフネツツジ

と好対照をなすもので、徳島県吉野川市山川町の標高1,000ｍ地帯には大群落がある。 



花の縁 02－01－01 

                             

29

29 

 
ヤマツツジよりもずっと赤みが強く、花も大きい｢アマギツツジ｣は、幹は直立し、三つ葉ツツジ

の中では花期が遅い(Ｐ15 参照）。｢オンツツジ｣と近縁関係のようにも見える(栽培品）。 

 

｢ジングウツツジ｣(Ｐ.8 参照）、もともとは野生のツツジだったが、花が美しいために最近

ではミツバツツジ同様、園芸品として販売されている(埼玉県深谷市）。 
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｢御代の栄｣、昭和 19 年に久留米市で、平戸ツツジの｢白砂｣と、アザレアの｢王冠｣とを交配

して誕生した名花である。花径は 12cm ほどになり豪華な花である(群馬県沼田市）。 

 

｢トコナツ｣と呼ばれているこのツツジは、同じ株の中に紅白の花や縦絞りの花が、入り

混じって咲く。紅も美しい洋紅色で見ごたえがある(埼玉県深谷市)。 
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このトコナツは紅色が多く、白が少ないが、株による変化が多い。紅色もこのように明る

い洋紅色で、これに近い色のツツジは他には見つからない(埼玉県深谷市)。 

｢堀内寒咲ツツジ｣は赤紫色が美しい。略して｢ホリカン｣などとも言われているが、寒さには

あまり強くないようで、寒冷地では冬に葉を落とすことも少なくない(さいたま市大宮区）。  
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ひところ流行した｢オオムラサキ｣はホリウチカンザキによく似ている。現在も道路際の花壇や、

土留め、公共地の公園や学校などの生垣等に多く用いられている(文京区小石川植物園）。 

 
クルメツツジ｢高砂」。底紅で周辺部は淡いピンクの覆輪となる(埼玉県深谷市）。 
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クルメツツジの植え込みは、ビルなどにもよくマッチする。品種名:不詳(埼玉県川越市）。 

 

クルメツツジ、品種名:不詳 (埼玉県川口市）。 
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クルメツツジの植栽(埼玉県川越市）。 

 

久留米系ツツジ｢太陽｣は少しの濁りもない赤色が美しい。絵の具にある赤を、そのまま花の輪郭

の中に流し込んだ感じである。どこに植栽しても良く目立つ(埼玉県川口市）。   
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上毛高原に植えられていたクルメツツジ (群馬県高山村）。  

 
ツツジシャクナゲはツツジとシャクナゲの交配種でヨシノツツジとも言う(P.22 参照）。この

写真はちょうどやわらかい逆光が当たっていて、淡い色調となった(長野県軽井沢町)。 
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｢筑紫紅｣はまさに洋紅色で、ややパステルがかった色である。｢太陽｣の赤色は絵の具で表現

できても、この｢筑紫紅｣の赤はどうしたら表現できるか、難しい(長野県軽井沢町)。 

 

明るい洋紅色が美しい｢ツクシベニ｣、やや寒さに弱い欠点がある(長野県軽井沢町)。 



花の縁 02－01－01 

                             

37

37 

 

洋紅色の｢ツクシベニ｣は優しげな紅色で、いかにも春を表現している(埼玉顕深谷市)。 

 

｢ツクシベニ｣の洋紅色は、派手さと優しさと両方を兼ね備えている(埼玉顕深谷市)。 
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｢裾後の糸｣(スソゴノイト)は｢裾濃の糸｣が正式の呼称らしい。このため｢スソノウノイト｣と

呼ぶ人もいる。植物の名称はとかくこのように変化して行くようである(長野県軽井沢町)。 

 
朱赤色が美しい｢ホンキリシマ｣(本霧島)。花はツツジの中では小さい(長野県軽井沢町)。 
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匂いツツジはかすかな芳香のあるツツジで最近好まれて栽培されている。写真は「ソリッドパリス」。

この花は白に近いピンクだが、他にもオレンジや純白など各色がある(さいたま市大宮区）。 
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黒赤色の花が妖艶な｢カラフネツツジ｣。漢字では｢唐舟躑躅｣である(埼玉県川口市)。 
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一瞬、桃の花かと思ったら、大きなツツジだった。高さは 7～8m もあるだろうか。      目次に戻る  


